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周
作
人
〔
一
八
八
五

l
一
九
六
七
)
が
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

依
然
と
し
て
多
く
は
な
い
も
白
白
、
周
作
人
に
関
す
る
文
章
も
、
こ
こ
数
年
コ

シ
ス
タ
ン
ト
に
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
九
一
年
に
は
専
著
も
出
版

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
反
響
を
呼
叫
ん
だ
。
い
っ
た
い
な
ぜ
周
作
人
は
最
近
己

白
よ
う
に
関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
お
そ
ら
く
そ
の
理
由
を
過
不

足
な
く
語
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
そ
れ
は
本
稿
白
目
的
で
も
な
い
。

た
だ
、
そ
れ
を
十
全
に
語
る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
状
況
を
研
究
史
の
上

に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

研
究
に
自
覚
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
時
、
研
究
史
を
追
跡
す
る
の
は
む
し
ろ
当

然
で
あ
る
。
そ
れ
は
誰
も
が
多
か
れ
少
な
か
れ
研
究
白
過
程
で
や
っ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
本
稿
は
、
た
だ
そ
れ
を
な
る
べ
く
系
統
的
か
っ
全
体
的
に
あ
と
づ

け
よ
う
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
以
下
、
第
一
節
で
終
戦
ま
で
、
第
二
節
で
は
そ

白
後
『
北
京
苦
住
庵
記
』
ま
で
、
第
=
一
節
で
そ
の
後
九
二
年
現
在
ま
で
、
と
三

つ
の
時
期
に
分
け
て
、
周
作
人
研
究
O
足
跡
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
。
各
節
で
は
ま

ず
概
況
を
ス
ケ
ッ
チ
し
、
そ
り
あ
と
に
や
や
詳
し
い
解
説
を
加
え
る
こ
と
と
す

る。
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日
本
に
お
け
る
周
作
人
研
究

伊

藤

也

徳

は
じ
め
に

終
戦
ま
で

こ
の
時
期
の
も
の
は
、
同
時
代
人
の
目
か
ら
見
た
紹
介
記
事
や
印
象
記
が
主

で
、
論
考
も
ほ
と
ん
ど
が
部
分
的
な
も
り
か
あ
る
い
は
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

周
作
人
白
書
い
た
も
の
は
、
特
に
三

0
年
代
半
ば
以
降
、
次
々
と
翻
訳
さ
れ
て

一
般
読
者
に
歓
迎
さ
れ
た
。

周
作
人
に
関
す
る
記
事
は
、
彼
が
中
田
町
新
文
学
運
動
の
旗
手
と
し
て
活
躍

し
始
め
る
の
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
か
ら
早
く
も
書
か
れ
て
い
る

T
》
ロ
特
に
、
『
生

長
す
る
星
白
群
』
等
「
新
し
き
村
」
〈
2
v
関
係
白
雑
誌
や
、
北
京
で
出
版
さ
れ
て

い
士
邦
字
誌
『
北
京
週
報
』
ハ
旦
は
、
彼
に
衡
す
る
記
事
を
断
続
的
に
掲
議
し
て

い
る
。
日
本
人
が
中
国
で
経
営
し
て
い
た
漢
字
紙
『
順
天
時
報
』
を
め
ぐ
っ
て

周
作
人
と
『
順
天
時
報
』
主
筆
金
崎
賢
と
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
論
争
な
ど
も
、

『
北
京
週
報
』
誌
ょ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
し
た
記
事
は
、
主
に
当
時

周
作
人
と
直
接
的
な
交
渉
を
も
っ
た
人
々
に
よ
る
も
り
で
、
同
時
代
に
書
か
れ

た
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

間
作
人
が
一
九
三
四
年
D
夏
(
七
月
一
五
日

l
八
月
一
八
日
)
に
訪
日
し
た

時
、
彼
自
来
日
を
歓
迎
し
て
多
〈
の
雑
誌
新
聞
が
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
こ

れ
は
周
作
人
が
日
本
国
内
の
一
般
白
関
心
を
集
め
た
最
初
で
あ
る
。
そ
の
際
、
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八
月
四
日
白
周
作
人
・
徐
祖
生
歓
迎
会
を
主
催
し
た
中
国
文
学
研
究
会
白
同
人

は
、
周
作
人
を
本
格
的
な
研
究
対
象
と
し
た
論
考
を
は
じ
め
て
産
み
出
し
た
。

竹
内
好
は
、
三

0
年
代
半
ば
白
小
品
文
運
動
と
そ
れ
が
惹
起
し
た
文
壇
内
白
対

立
を
分
析
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
運
動
に
隠
然
た
る
影
響
力
を
持
っ
た
周
作
人

を
注
意
深
く
考
察
L
〔
土
、
増
田
渉
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
中
国
の
新
文
学
が
進

む
べ
き
正
統
的
文
学
の
あ
り
か
た
と
確
信
す
る
立
場
か
ら
周
作
人
を
批
判
し

たハ
5
1
と
り
わ
け
松
枝
茂
夫
は
二
コ
六
年
か
ら
四
四
年
ま
で
の
九
年
間
に
六
種

類
。
訳
本
を
出
し
、
最
も
精
力
的
に
周
作
人
の
翻
訳
・
紹
介
を
行
な
っ
た
官
三

松
枝
の
こ
り
比
較
的
体
系
的
な
訳
業
は
格
別
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
周
作

人
自
多
〈
町
文
章
は
、
主
に
、
松
枝
の
書
き
下
し
文
調
の
素
朴
な
訳
文
体

?v

を
通
し
て
、
特
殊
な
日
中
関
係
白
下
に
あ
っ
た
多
〈
白
一
般
読
者
に
広
く
読
ま

れ
た
白
で
あ
る
。
訳
本
白
一
冊
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
周
作
人
の
評
伝
は
(
旦
、

三
九
年
。
狙
撃
事
件
i
|周
作
人
が
元
旦
自
宅
で
何
者
か
に
よ
っ
て
ピ
ス
ト
ル

狙
撃
を
受
け
た
〈
が
ほ
と
ん
ど
無
傷
で
済
ん
だ
〉
事
件
ー
ー
ま
で
白
周
作
人
白

歩
み
を
詳
細
に
た
ど
っ
た
、
お
そ
ら
く
当
時
に
お
い
て
は
松
枝
に
し
か
な
し
え

な
か
っ
た
成
果
で
あ
る
。

周
作
人
は
狙
撃
事
件
。
直
後
、
日
本
占
領
下
に
お
け
る
「
偽
職
」
就
任
に
踏

み
切
り
、
四
一
年
に
は
「
華
北
政
務
委
員
会
」
白
「
教
育
総
署
督
弁
」
に
な
る
@

督
弁
周
作
人
が
、
そ
り
年
に
「
東
亜
文
化
協
会
L

D
一
行
と
共
に
訪
日

L
t

(
四
月
一

O
日

t
一
九
日
)
際
、
日
本
市
雑
誌
・
新
聞
は
や
は
り
多
数
の
歓
迎

記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
か
ら
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
り
は
所
謂

「
日
支
文
化
提
携
」
白
文
脈
で
あ
る
。
武
田
泰
淳
が
四
三
年
と
四
四
年
に
書
い

た
こ
編
白
す
ぐ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
は
、
周
作
人
自
日
本
文
学
に
対
す
る
理
解
が
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
示
陵
深
く
説
き
明
か
し
て
い
る
が

τて
い
ず
れ

も
形
と
し
て
は
、
「
日
本
文
芸
の
大
陸
進
出
」
あ
る
い
は
「
目
支
文
芸
交
流
」

と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
沿
っ
た
話
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
四
四
年
に
は
周
作
人
還
暦
記
念
文
集
『
周
作
人
先
生
の
事
』
(
方
紀

生
編
・
光
風
館
)
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
寄
稿
者
の
中
に
は
、
武
者
小
路
実
篤
、

谷
崎
潤
一
郎
、
堀
口
大
学
、
林
芙
美
子
、
佐
藤
春
夫
、
あ
る
い
は
武
田
泰
淳
、

吉
川
幸
次
郎
と
い
っ
た
名
前
も
見
え
る
。

終
戦
か
、
り
『
北
京
苦
住
庵
記
』
(
七
六
年

t
七
八
年
)
ま
で

こ
の
お
よ
そ
三
十
年
間
は
、
中
華
入
国
共
和
国
の
建
国
か
ら
文
化
大
革
命
の

収
束
ま
で
の
期
間
と
ほ
ぼ
重
な
る
。
こ
り
閲
に
出
版
さ
れ
た
周
作
人
の
訳
本
は

二
冊
あ
る
が
、
戦
前
白
翻
訳
が
再
版
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
周
作
人
は
以
前
の

よ
う
に
は
一
般
読
者
の
関
心
を
集
め
な
く
な
る
。
周
作
人
自
身
は
建
国
後
も
執

筆
活
動
を
続
け
て
い
る
も
の
の
、
同
時
代
人
と
し
て
特
別
注
目
さ
れ
る
こ
と
も

な
い
。
そ
の
一
方
で
、
戦
前
に
は
な
か
っ
た
類
の
専
門
的
な
研
究
論
文
が
わ
ず

か
な
が
ら
も
発
表
さ
れ
始
也
、
七
八
年
に
は
初
め
て
の
周
作
人
研
究
白
専
著

『
北
京
苦
住
庵
記
|
|
日
中
戦
争
時
代
由
民
作
人
』
(
木
山
英
雄
著
/
筑
摩
書
房
)

が
出
版
さ
れ
る
。

一
九
五
五
年
、
戦
前
周
作
人
の
翻
訳
・
紹
介
に
尽
力
し
た
松
枝
茂
夫
は
、
今

村
与
志
雄
と
共
訳
で
《
魯
迅
的
故
家
》
の
訳
本
を
上
梓
し
た
。
そ
白
「
解
説
」
《
眼

目
中
で
、
周
作
人
自
生
い
立
ち
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
戦
時
中
の
周
作
人
が

「
彼
な
り
に
激
し
く
抵
抗
の
努
力
を
続
け
て
い
た
」
と
と
ま
で
を
振
り
返
っ
て

い
る
。
熱
の
こ
も
っ
た
行
文
の
途
中
に
挿
ま
れ
る
分
析
に
は
、
戦
前
の
文
章
に

は
な
か
っ
た
明
断
さ
が
見
ら
れ
る
。
松
枝
の
仕
事
に
は
他
に
中
国
古
典
。
翻
訳

が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
戦
時
中
の
『
模
糊
集
』
(
都
蕗
行
の
随
筆
を
編
訳

し
た
も
の
)
を
は
じ
め
、
『
思
痛
記
』
、
『
陶
庵
夢
憶
』
、
『
笑
府
』
、
『
陶
淵
明
全
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集
』
等
周
作
人
の
著
作
に
触
発
さ
れ
て
翻
訳
し
た
も
り
が
殊
の
外
多
い
。

松
技
と
同
じ
く
中
国
文
学
研
究
会
の
同
人
で
あ
っ
た
竹
内
好
は
、
雑
誌
『
世

界
』
の
六
五
年
一
月
号
に
「
周
作
人
か
ら
核
実
験
宮
で
」
と
い
う
論
説
を
発
表

し
た
。
そ
の
中
で
竹
内
は
、
周
作
人
の
支
那
通
批
判
を
紹
介
し
た
が
ら
、
当
時

寂
箕
の
中
に
沈
ん
で
い
た
日
本
の
周
作
人
研
究
の
状
況
に
言
及
し
て
い
る
。
そ

白
要
点
の
ひ
と
つ
は
、
周
作
人
再
評
価
の
提
唱
で
あ
る
。
特
に
そ
の
文
学
者
と

し
て
の
業
請
が
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
断
画
と
し
た
口
調
で
訴
え
て

い
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
要
点
は
、
戦
時
中
に
紹
介
さ
れ
た
周
作
人
像
が
偏
向
し

て
い
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
竹
内
は
特
に
、
松
枝
茂
夫
に
よ
る
周
作
人
像
が
、

時
局
の
制
限
も
あ
っ
て
、
単
純
化
さ
れ
て
い
た
|
|
周
作
人
の
戦
闘
的
批
評
家

と
し
て
白
一
面
、
排
目
的
な
一
一
由
が
さ
ほ
ど
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
|
|
こ
と
か

遺
憾
と
し
た
。

以
上
白
戦
前
か
ら
活
躍
し
て
い
た
二
人
目
影
響
を
受
け
て
、
顕
著
な
成
果
を

あ
げ
た
り
が
戦
後
研
究
を
始
め
た
世
代
で
あ
る
。
新
し
い
世
代
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
専
門
的
な
研
究
論
文
は
、
竹
内
提
言
白
こ
ろ
か
ら
そ
の
後
十
年
ほ
ど
白

問
、
年
平
均
約
一
本
程
度
の
割
合
で
発
表
さ
れ
た
〔
巴
。
周
作
人
と
フ
ォ

l
グ

ロ
ア
・
童
話
と
白
関
係
や
白
樺
派
特
に
武
者
小
路
実
篤
と
の
関
係
を
た
ど
っ
た

も
の
古
文
周
作
人
の
日
本
文
化
論
を
概
観
し
た
も
の
臼
て
あ
る
い
は
当
時
の

中
園
の
左
漢
文
学
史
観
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
た
明
快
な
周
作
人
批
判
〈
日
等
が
あ
る
。

な
か
で
も
、
木
山
英
雄
の
一
連
目
論
考
は
、
周
作
人
の
思
想
と
文
学
を
ト
ー
タ

ル
に
と
ら
え
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
短
い
論
考
で

あ
り
な
が
ら
、
深
い
読
み
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
今
な
お
周
作
人
論
の
最
高
峰
た

る
を
失
わ
な
い
@
木
山
は
文
学
者
周
作
人
白
問
題
性
を
次
の
よ
う
に
概
括
し
て

い
る
。
か
れ
〔
周
作
人
〕
の
こ
の
道
筋
自
体
は
、
近
代
的
文
学
の
中
固
に
お
け
る
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運
命
を
象
徴
す
る
一
つ
の
場
合
と
し
て
、
魯
迅
町
場
合
に
劣
ら
ぬ
く
ら
い

重
要
だ
。
す
な
わ
ち
、
文
学
的
自
己
表
現
白
最
も
自
然
で
自
由
な
形
態
と

信
じ
た
散
文
を
、
か
え
っ
て
文
学
と
自
己
に
対
す
る
伝
統
的
無
拘
泥
に
回

帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
続
し
え
た
場
合
で
あ
る
ハ
目
。

そ
の
一
連
の
論
考
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
テ

1
マ
は
非
常
に
幅
広
い
。
周
作

人
白
文
学
(
文
章
)
論
全
般
、
個
人
主
義
自
運
命
、
伝
統
回
帰
目
方
法
、
自
我

白
あ
り
方
、
文
体
論
あ
る
い
は
文
体
。
変
選
、
語
文
問
題
に
お
け
る
態
度
・
主

張
、
士
大
夫
観
、
儒
家
を
標
携
す
る
ま
で
白
理
論
化
哲
学
化
、
周
作
人
の
所
調

「
自
然
」
、
反
ロ
マ

γ
チ
シ
ズ
ム
、
感
覚
的
「
唯
物
論
」
等
々
で
あ
る
《
目
。

木
山
町
論
考
白
一
部
は
〔
立
、
魯
迅
と
周
作
人
の
比
較
研
究
と
し
て
も
異
彩

を
放
っ
て
い
る
。
こ
の
兄
弟
に
つ
い
て
は
、
「
二
人
の
裏
を
見
、
表
を
な
が
め

て
行
く
う
ち
に
共
通
す
る
精
神
の
し
こ
り
に
到
達
し
得
る
」
(
武
田
泰
淳
三
日

と
か
「
あ
る
意
味
で
は
お
互
い
が
相
手
を
影
に
も
つ
ほ
ど
本
質
的
に
類
似
し
て

い
る
」
(
竹
内
好
)
〔
担
と
か
評
さ
れ
て
き
た
が
、
木
山
は
そ
う
し
た
指
摘
を
発

展
さ
せ
て
周
兄
弟
の
聞
の
「
抜
群
の
共
通
性
」
を
独
特
の
文
体
で
論
じ
て
い

ザ

匂

《

M

巴。
ま
た
、
七
八
年
に
『
北
京
音
住
庵
記
|
|
日
中
戦
争
時
代
目
周
作
人
』
と
題

し
て
出
版
さ
れ
た
木
山
の
長
編
の
論
考
は
《
岳
、
日
中
戦
争
中
田
周
作
人
を
丹

念
に
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
漢
好
」
問
題
と
い
う
重
苦
し
い
テ
I
マ
に

真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
労
作
で
あ
る
。
木
山
は
序
文
に
あ
た
る
「
縁
起
」
町

中
に
こ
う
記
し
て
い
る
。

周
作
人
を
も
っ
と
自
由
な
気
持
ち
で
読
む
た
め
に
は
、
私
と
し
て
は
い
も

ど
こ
の
間
題
に
正
面
か
ら
か
か
ず
ら
わ
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
よ
う
に
、

ず
っ
と
感
じ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

木
山
は
こ
の
中
で
周
作
人
に
対
L
て
「
で
き
る
だ
け
同
情
的
に
」
(
岳
考
え
よ
う
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と
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
ロ
そ
れ
は
、
周
作
人
を
あ
の
よ
う
な
苦
境
に
追
い

込
ん
だ
白
は
あ
く
ま
で
も
日
本
人
|
|
わ
れ
わ
れ
|
|
町
側
で
あ
る
と
い
う
屈

折
し
た
苦
い
認
識
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
態
度
は
、
例
え
ば
、
周

作
人
に
と
っ
て
白
「
狙
撃
事
件
」
の
意
味
を
分
析
す
る
箇
所
に
も
よ
く
表
れ
て

い
る
。
周
作
人
町
名
声
に
と
っ
て
致
命
的
だ
っ
た
の
は
「
偽
職
」
に
就
任
し
た

こ
と
で
あ
り
、
そ
り
直
接
的
な
き
っ
か
け
を
提
供
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が

「
狙
撃
事
件
」
で
あ
る
。
一
般
の
見
方
と
は
逆
に
狙
撃
を
日
本
側
に
よ
る
テ
ロ

と
と
っ
た
周
作
人
は
、
む
し
ろ
こ
の
「
狙
撃
事
件
」
か
ら
、
「
『
偽
職
』
に
つ
い

て
も
守
る
ベ
長
も
の
は
守
れ
そ
う
」
だ
と
い
う
一
種
の
自
信
の
よ
う
な
も
の
を

得
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
白
が
木
山
白
推
理
で
あ
る
〈
8
0
「
漢
好
」
問
題

に
つ
い
て
は
、
最
近
中
国
で
、
感
情
的
倫
理
的
糾
弾
か
ら
客
観
的
科
学
的
研
究

へ
、
と
い
う
方
向
が
一
部
に
現
れ
て
き
て
い
る

avが
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

の
問
題
が
日
本
人
に
と
っ
て
語
り
に
く
い
問
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

『
必
ず
し
も
英
雄
的
で
は
な
く
て
も
、
終
始
自
立
し
た
一
個
の
精
神
と
し
て
こ

の
窮
境
を
生
き
抜
い
た
」
と
い
う
周
作
人
の
生
活
を
、
綿
密
に
「
追
体
験
」
し

た
こ
の
論
著
は
、
現
時
点
の
目
か
ら
見
れ
ば
補
正
す
べ
き
点
も
あ
る

S
vと
は

い
え
、
依
然
と
し
て
他
を
寄
せ
つ
け
白
価
値
と
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
木
山
は
、
周
作
人
の
日
本
論
を
集
め
た
訳
本
『
周
作
人
日
本
文
化

を
語
る
』
(
筑
摩
書
房
)
を
七
三
年
に
出
し
て
い
る
。
そ
白
中
に
は
周
作
人
。

排
目
的
側
面
を
直
に
示
す
文
章
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
編
集
は
実
に
周
到
で
あ

る
。
訳
に
も
定
評
が
あ
る
。
そ
り
あ
と
が
き
は
周
作
人
と
日
本
の
関
係
ハ
哲
を

述
べ
て
簡
潔
か
っ
要
を
得
て
い
る
。

七

0
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
=
年
現
在
ま
で

こ
り
時
期
、
周
作
人
に
関
す
る
論
文
記
事
の
発
表
件
数
は
飛
躍
的
に
増
加

す
る
。
特
に
八

0
年
代
後
半
か
ら
は
、
コ
シ
ス
タ
シ
ト
に
毎
年
三
本
以
上
発
表

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
活
況
を
呈
し
て
い
る
。

b
p
く
は
、
堅
実
な
書

誌
的
調
査
に
基
づ
く
般
密
な
研
究
で
あ
る
ロ
思
想
状
況
の
変
化
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
史
料
の
公
表
・
出
版
や
中
国
に
お
け
る
調
査
の
自
由
化
と
い
っ
た
研
究

環
境
の
好
転
が
そ
の
背
景
に
あ
る
自
v
。
前
節
で
触
れ
た
木
山
英
雄
『
北
京
苦

住
庖
記
』
は
、
香
港
発
の
貴
重
な
史
料
や
当
時
を
知
る
人
々
に
対
す
る
イ
γ
タ

ピ
ュ
ー
を
駆
使
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
こ
り
時
期
の
研
究
傾
向
白
先
駆
的

性
質
を
合
わ
せ
持
つ
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
周
作
人
研
究
が
一
九
七

O
年
か

ら
再
開
さ
れ
自
ス
周
作
人
研
究
に
お
い
て
も
日
中
間
D
交
流
が
生
ま
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
新
た
な
日
本
語
訳
本
の
出
版
は
な
〈
、
周
作
人
は
依
然
と
し
て

一
般
白
関
心
。
坪
外
に
あ
る
。
た
だ
し
、
ご
く
最
近
出
版
さ
れ
た
周
作
人
研
究

D
専
著
は
専
門
外
の
読
者
の
関
心
を
惹
起
し
た
。

七
七
年
と
七
八
年
に
は
新
た
な
世
代
目
研
究
者
に
よ
っ
て
著
訳
書
目
録
あ
る

い
は
年
譜
が
複
数
発
表
さ
れ
て
い
る
自
v
o

そ
れ
ら
は
そ
の
後
の
|
|
特
に
張

菊
脊
張
鉄
栄
共
編
の
《
周
作
人
年
譜
》
と
《
周
作
人
研
究
資
料
》
が
日
本
に

も
た
ら
さ
れ
る
ま
で
の
|
|
研
究
に
、
資
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
ま
士
、

日
本
で
見
る
と
と
の
で
き
な
い
原
載
誌
キ
関
連
史
料
を
中
国
で
閲
覧
あ
る
い
は

入
手
し
て
そ
れ
を
も
と
に
書
い
た
論
考
牛
、
新
た
に
自
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
史
料
を
駆
使
し
た
も
の
が
続
々
と
発
表
さ
れ
た
。

前
者
の
代
表
例
と
し
て
は
、
①
藤
井
省
三
「
魯
迅
・
周
作
人
に
お
け
る
『
ネ

l
シ
ョ
シ
』
と
文
学
|
|
『
河
南
』
雑
誌
掲
載
論
文
の
比
較
研
究
」
(
東
方
学
六

二
/
八
一
年
)
、
②
伊
藤
徳
也
「
若
子
の
死
の
周
辺
|
l
周
作
人
・
一
九
二

0

年
代
か
ら
一
ニ

0
年
代
へ
」
(
季
刊
中
国
一
九
/
八
九
年
)
、
③
松
岡
俊
裕
「
周
作

人
の
短
編
小
説
『
活
孫
菌
』
に
関
す
る
覚
書
」
(
中
国
近
代
文
学
研
究
=
一
/
九
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一
年
)
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
の
藤
井
論
文
は
《
河
南
》
所
載
論
文
を
調
査
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
留
学
時
む
周
作
人
申
文
学
論
・
「
国
民
」
論
を
明
ら

か
に
し
、
②
白
伊
藤
論
文
は
《
世
界
日
報
》
、
《
華
北
日
報
》
、
周
作
人
の
岬
明
白

証
言
、
未
発
表
分
自
日
記
を
材
料
に
し
て
、
詳
細
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
伝

記
中
の
ひ
と
コ
マ
を
描
き
出
し
た
。
③
松
岡
論
文
は
、
《
笑
報
》
、
《
系
社
叢
刊
》
、

《
紹
興
教
育
会
月
刊
》
、
《
女
子
世
界
》
等
民
国
初
期
。
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
周

作
人
の
小
説
ゃ
論
文
を
発
掘
紹
介
し
て
い
る
。

新
し
い
公
開
史
料
を
用
い
た
例
と
し
て
は
、
日
記
を
駆
使
し
た
倉
橋
幸
彦

「
文
学
研
究
会
の
成
立
と
周
作
人
」
(
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
/
八
九
年
文

書
簡
を
つ
き
あ
わ
せ
分
析
し
た
尾
崎
文
昭
「
章
廷
識
と
い
う
入
、
彼
と
周
氏
兄

弟
の
関
係
」
(
明
治
大
学
・
教
養
論
集
二
一
七
/
八
九
年
)
白
他
多
数
あ
る
。

扱
わ
れ
る
テ
l
マ
は
本
数
に
比
例
し
て
多
様
化
し
、
問
題
の
設
定
の
仕
方
、

切
り
込
み
方
、
ま
と
め
方
も
様
々
で
あ
る
。
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
五
回
以
前
の

周
作
人
白
文
学
活
動
や
伝
記
的
事
実
を
堀
り
起
こ
し
た
も
の
、
周
作
人
に
お
け

る
海
外
諸
作
家
・
諸
作
品
白
受
容
の
様
相
を
論
じ
た
も
の
、
彼
を
取
り
囲
ん
で

い
た
状
況
を
発
堀
整
理
し
て
周
作
人
白
当
時
の
言
説
を
「
関
係
」
の
中
に
読

み
直
し
た
も
の
等
々
。
そ
れ
ら
り
研
究
論
文
の
多
く
は
轍
密
か
つ
堅
実
で
あ
る
。

そ
の
代
表
的
な
例
が
尾
崎
文
昭
と
小
川
利
属
冊
。
一
連
四
論
考
で
あ
る
〔
想
。
特

に
前
者
の
「
陳
独
秀
と
別
れ
る
に
到
っ
た
周
作
人
ー
ー
一
九
二
二
年
非
基
督
教

運
動
の
中
で
の
衝
突
を
中
心
に
1
|
」
(
日
本
中
国
学
会
報
三
豆
/
八
一
二
年
)
は
、

周
到
な
目
配
り
白
下
に
、
思
想
家
毘
作
人
白
中
心
的
な
問
題
点
の
ひ
と
つ
を
的

確
に
析
出
さ
せ
て
い
る
。
木
山
英
雄
の
論
考
が
何
編
か
中
国
に
翻
訳
・
紹
介
さ

れ
て
彼
地
の
研
究
者
に
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
、
現
在
白
中
国
知
識
人
目
思
想

的
課
題
に
深
い
理
解
を
示
す
尾
崎
の
こ
の
論
考
も
ま
た
、
翻
訳
さ
れ
て
中
国
の

学
界
に
波
紋
を
及
ぼ
し
た
《
担
。
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な
お
、
九
一
年
出
版
白
劉
岸
偉
『
東
洋
人
の
悲
哀
1
1
周
作
人
在
日
本
』
は
、

い
さ
さ
か
異
色
な
が
ら
ハ
巴
こ
り
時
期
の
最
大
の
収
穫
で
あ
る
。
近
世
以
来
の

大
ま
か
な
思
想
史
文
明
史
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
文
人
周
作
人
の
政
治
状
況

に
対
す
る
ひ
と
つ
白
特
徴
的
な
処
L
方
を
立
体
的
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
。

注(
1
)
そ
れ
よ
り
以
前
、
周
作
人
と
い
う
名
前
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の

白
、
日
本
留
学
中
白
彼
と
兄
魯
迅
の
活
動
を
伝
え
る
記
事
が
、
『
日
本

及
び
日
本
人
』
五

O
八
期
の
「
文
芸
雑
事
」
欄
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

藤
井
省
=
一
《
日
本
介
紹
魯
迅
文
学
活
動
最
早
的
文
字
》
(
復
且
学
報
八

O

年
二
期
)
あ
る
い
は
『
ロ
シ
ア
の
影
|
|
夏
目
獄
石
と
魯
迅
』
(
平
凡

社
/
八
五
年
)
第
五
章
「
魯
迅
と
ア
ン
ド
レ

l
エ
フ
」

ω
「
ア
シ
ド
レ

ー
エ
フ
文
学
の
衝
撃
と
『
域
外
小
説
集
』
」
参
照
。

(
2
)

周
作
人
は
、
武
者
小
路
実
篤
の
「
新
し
き
村
」
の
理
想
に
共
鳴
し
て
、

武
者
小
路
を
始
め
村
の
他
の
同
人
等
と
も
親
密
に
交
流
し
て
い
た
。
そ

の
交
流
に
つ
い
て
は
、
飯
塚
朗
「
周
作
人
・
小
河
・
新
村
」
(
関
西
大
学

東
西
学
術
研
究
所
紀
要
八
/
七
五
年
)
、
同
「
新
し
き
村
へ
の
道

i
l

周
作
人
白
足
跡
を
た
ど
っ
で
」
(
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
九
/

七
七
年
〕
等
参
照
。

〈

3
)

飯
倉
照
平
「
『
北
京
週
報
』
誌
上
で
の
中
国
現
代
文
学
の
紹
介
に
つ

い
て
」
(
大
安
/
六
七
年
四
号
)
等
参
照
。

〈

4
)

「
最
近
の
中
国
文
学
」
〔
文
芸
/
一
九
三
六
年
二
一
月
号
}
、
「
現
代
中

国
文
学
白
特
質
」
{
支
那
/
三
七
年
四
月
号
)
等
。

ハ
5
)

「
周
作
人
論
」
〔
中
国
文
学
月
報
九
/
三
五
年
〉

〔6
)

『
北
京
の
菓
子
』
(
山
本
害
賠
/
三
六
年
)
、
『
周
作
人
随
筆
集
』
(
改
造
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社
/
三
八
年
三
『
中
国
新
文
学
之
源
流
』
(
文
求
堂
/
三
一
九
年
三
『
周

作
人
文
芸
随
筆
抄
』
(
富
山
房
/
四

O
年
)
、
『
瓜
豆
集
』
(
創
元
社
/
四

O
年
)
、
『
周
作
人
随
筆
集
結
縁
豆
』
(
実
業
之
日
本
社
/
四
四
年
〉
の

六
種
類
。

〈T
)
中
国
文
学
研
究
会
田
同
人
で
あ
る
竹
内
好
は
、
「
翻
訳
時
評
」
〈
中
国

文
学
六
九
・
七
O

/
四
一
年
)
の
中
で
松
枝
茂
夫
町
訳
文
を
「
訓
読
的
」

と
評
し
て
い
る
。

(
8〉
注

(S)
で
あ
げ
た
『
周
作
人
文
芸
随
筆
抄
』
の
末
尾
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
も
と
に
な
っ
た
白
は
「
周
作
人

1
1伝
記
的
素
描
」
及
び

そ
白
補
記
(
中
国
文
学
六

0
・
六
二
/
四

O
年
三
の
ち
に
、
ほ
ぽ
同

じ
内
容
の
文
章
が
、
「
周
作
人
先
生
の
こ
と
」
(
後
出
『
周
作
人
先
生
の

事
』
所
収
)
に
採
録
さ
れ
る
。

〔

g)
「
中
間
と
日
本
文
芸
」
(
文
芸
一
一
日
七
/
四
=
一
年
て
「
周
作
人
と
日

本
文
芸
」
(
後
出
『
周
作
人
先
生
の
事
』
所
収
)
参
照
。
周
作
人
に
と
っ

て
日
本
文
芸
は
、
「
お
り
れ
の
詩
情
、
お
白
れ
白
喜
び
、
そ
し
て
ま
た
、

お
白
れ
の
怒
り
の
場
所
で
あ
っ
た
。
」
と
指
摘
し
た
武
田
町
捉
え
方
は
、

以
来
大
筋
に
お
い
て
各
論
者
に
よ
っ
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
武
田
は
こ

の
中
で
い
く
つ
も
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
谷
崎
潤
一
郎
、
永
井
荷
風
、

木
下
杢
太
郎
ら
「
江
戸
情
緒
を
し
り
ぷ
傾
向
が
強
か
っ
た
」
作
家
達
、

武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
、
夏
目
激
石
、
「
俺
か
春
」
、
「
徒
然
草
」

等
々
。た
だ
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
周
作
人
の
受
け
取
り
方
に
は
、
武
田
が

指
摘
し
た
以
外
に
も
様
々
な
相
が
あ
る
こ
と
が
、
の
ち
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
最
近
で
は
、
伊
藤
徳
也
「
『
私
』
と
い
う
宙
吊
り
装
置

|
|
周
作
人
の
日
本
語
創
作
」
{
『
魯
迅
と
同
時
代
人
』
所
収
/
九
二
年

-
汲
古
書
院
)
が
、
武
田
に
よ
っ
て
置
観
的
に
指
摘
さ
れ
た
周
作
人
と

志
賀
直
哉
と
D
作
風
由
近
似
を
、
周
作
人
に
よ
る
日
本
語
創
作
の
意
味

を
問
う
地
点
か
ら
捉
え
直
し
て
い
る
。
ま
た
、
武
田
が
列
挙
し
た
以
外

申
作
家
あ
る
い
は
作
品
が
周
作
人
の
中
に
擁
実
に
根
を
お
ろ
し
て
い
た

こ
と
も
次
第
に
わ
か
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
周
作
人
に
お
け
る
正
岡

子
規
は
、
木
山
英
雄
「
正
岡
子
規
と
魯
迅
、
周
作
人
」
(
一
橋
大
学
・
言

語
文
化
二

O
/八
三
年
て
与
謝
野
晶
子
は
木
原
葉
子
「
周
作
人
と
与

謝
野
品
子
1
i
i『
貞
操
議
』
・
『
愛
白
創
作
』
を
中
心
に
」
(
東
京
女
子
大

学
・
日
本
文
学
六
八
/
八
七
年
)
、
有
島
武
郎
は
小
川
利
康
「
中
国
語

訳
・
有
島
武
郎
『
四
つ
り
事
』
を
め
ぐ
っ
て
|
|
『
現
代
日
本
小
説
集
』

所
載
訳
文
を
中
心
に
」
(
大
東
文
化
大
学
紀
要
〈
人
文
科
学
v
=
一

O
/九

二
年
)
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

(
叩
)
松
枝
茂
夫
・
今
村
与
志
雄
共
訳
『
魯
迅
の
故
家
』
(
筑
摩
書
房
/
五
五

年
)
巻
末
。
「
解
説
」
は
未
署
名
で
あ
る
。
松
枝
一
人
の
手
に
な
る
も

の
と
は
限
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
共
同
執
筆
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

(
日
)
手
一
古
田
統
計
に
よ
る
と
、
六
四
年
か
ら
七
六
年
ま
で
の
十
三
年
間
に

十
四
本
の
論
考
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
の
二
本
は
飯

塚
朗
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
飯
塚
は
松
枝
、
竹
内
、
武
田
、
増
田
等
と

と
も
に
中
国
文
学
研
究
会
白
同
人
と
し
て
戦
前
か
ら
活
躍
し
た
世
代
に

属
す
る
。

(
ロ
)
周
作
人
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
・
童
話
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
に
、
伊

藤
敬
一
「
周
作
人
と
童
話
」
(
都
立
大
学
人
文
学
報
四
二
/
六
三
年
)
、

飯
倉
照
平
「
初
期
目
周
作
人
に
つ
い
て
町
ノ
1
ト

I
・
E
」
(
神
戸
大
学

文
学
研
究
三
八
・
四
O

/
六
六
年
・
六
七
年
)
、
今
村
与
志
雄
「
魯
迅
と

周
作
人
と
柳
田
国
男
と
」
(
現
代
思
想
三
四
/
七
五
年
)
、
白
樺
派
特
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に
武
者
小
路
実
篤
と
り
関
係
を
た
ど
っ
た
も
の
に
、
杉
森
正
弥
「
武
者

小
路
実
篤
と
魯
迅
周
作
人
白
交
流
」
(
北
海
道
教
育
大
学
・
語
学
文
学

七
/
六
九
年
)
、
細
谷
草
子
「
五
回
新
文
学
的
理
想
と
白
樺
派
の
人
道

主
義
」
(
野
草
六
/
七
二
年
)
等
が
あ
る
。
特
に
飯
倉
照
平
論
文
は
、

「
根
底
に
あ
っ
て
絶
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
彼
D
大
衆
文
芸
な
い
し

は
フ
ォ

I
グ
ロ
ア
へ
の
v

関
心
が
、
そ
れ
ら
り
〔
周
作
人
の
幅
広
い
多
く

り
〕
仕
事
の
根
源
を
支
え
た
、
切
り
離
し
が
た
い
な
に
も
の
か
で
あ
っ

た
i
・
」
と
考
土
、
周
作
人
と
フ
ォ
l
グ
ロ
ア
白
関
係
を
単
に
た
ど
る

だ
け
で
は
な
く
、
二

0
年
代
前
半
に
お
け
る
『
北
京
選
報
』
周
辺
の
日

本
人
と
彼
と
の
交
流
を
発
掘
す
る
な
ど
し
て
、
主
に
ご

0
年
代
後
半
ま

で
白
周
作
人
を
か
な
り
詳
し
く
多
面
的
に
考
察
し
た
も
り
で
あ
る
。

(
日
)
細
谷
草
子
「
周
作
人
白
日
本
文
化
論
に
つ
い
て
」
(
東
北
大
学
・
集
刊

東
洋
学
二
九
/
七
三
年
)
等
。

(M)
樋
口
進
「
周
作
入
試
論
」
(
『
目
加
田
誠
博
士
還
暦
記
念
中
国
学
論
集
』

所
収
/
六
四
年
)
等
。

(
日
)
「
実
力
と
文
章
の
関
係
そ
の
他
|
|
散
文
D
発
達
と
周
民
兄
弟
」
(
『
現

代
ア
ジ
ア
白
革
命
と
法
』
(
上
)
所
収
/
六
六
年
)
①
。
木
山
の
論

考
に
影
響
を
受
け
て
、
周
作
人
に
お
け
る
近
代
文
学
白
運
命
に
論
及
し

た
も
の
に
、
代
田
智
明
「
《
賂
駐
草
》
を
め
ぐ
っ
て
」
(
ア
ジ
ア
出
版
《
賂

詑
草
》
解
説
/
八
二
年
)
が
あ
る
。

ハ
問
団
〕
注
(
問
問
)
に
あ
げ
た
①
の
論
文
の
他
、
「
周
作
人

i
l思
想
と
文
章
」

(
『
近
代
中
国
白
思
想
と
文
学
』
所
収
/
六
七
年
・
大
安
)
:
:
:
②
、
「
荘

周
韓
非
白
毒
」
〈
一
橋
論
叢
六
九
H
四
/
七
=
一
年
)
E
i
-
-
③
、
「
文
語
か
ら

口
語
へ
|
|
中
国
文
学
り
一
断
面
」
(
言
語
三
U
八
/
七
四
年
)
:
・
④
、

「
語
文
問
題
と
周
作
人
」
(
漢
文
教
室
一
一
一
/
七
四
年
)
:
・
:
⑤
等
参
照
。
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(
げ
)
注
〔
日
)
の
①
、
注
(
叩
山
)
の
③
、
④
等
参
照
。

(
叩
〉
「
周
作
人
と
日
本
文
芸
」
(
前
出
『
周
作
人
先
生
白
事
』
所
収
)
り
中

。韮問。

(
問
団
)
『
魯
迅
』
(
四
四
年
/
日
本
評
論
社
)
の
「
伝
記
に
関
す
る
疑
問
」
の

章
参
照
。

(
初
〉
魯
迅
と
周
作
人
由
比
較
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
木
山
田
論
考

り
他
に
は
、
両
者
の
問
。
差
異
を
際
立
た
せ
た
も
の
が
目
立
つ
。
例
え

ば
、
杉
森
正
弥
「
武
者
小
路
実
篤
と
魯
迅
・
周
作
人
の
交
流
」
(
北
海
道

教
育
大
学
・
語
学
文
学
七
/
六
九
年
)
、
丸
尾
常
喜
「
阿
Q
、
周
作
人

そ
し
て
『
長
毛
』
に
つ
い
て
」
(
熱
風
七
/
七
八
年
)
、
藤
井
省
三
「
魯

迅
・
周
作
人
に
お
け
る
『
ネ

l
シ
塁

γ
』
と
文
学
l
l『
軒
高
』
掲
載

論
文
の
比
較
研
究
」
(
東
方
学
六
二
/
八
戸
年
三

ま
た
、
両
者
の
比
較
と
も
関
わ
っ
て
、
兄
弟
間
の
確
執
|
|
特
に
そ

り
「
不
和
」
ー
ー
に
論
及
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
代
表
的
な
も
白

に
、
一
ニ
宝
政
美
「
『
兎
と
猫
』
・
『
あ
ひ
る
の
悲
劇
』
を
書
い
た
魯
迅
」

(
富
山
大
学
・
人
文
学
部
紀
要
創
刊
号
/
七
七
年
)
、
太
田
辰
夫
「
魯
迅

と
周
作
人
I
」
(
神
戸
外
大
論
叢
一
一
九
i
=
つ
/
七
八
年
)
、
松
岡
俊
裕
「
魯

迅
の
『
罪
』
と
そ
白
変
容
」
(
『
伊
藤
激
平
授
暗
室
官
記
念
中
国
学
論
集
』

所
収
/
八
六
年
・
汲
古
書
院
)
、
中
島
長
文
「
道
聴
塗
説
|
|
周
民
兄

弟
の
場
合
|
|
」
(
騰
風
二
六
/
九
一
年
)
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
大
田
な

推
理
を
提
示
し
て
い
る
。

ハ
引
)
こ
白
論
考
白
も
と
に
な
っ
た
の
は
、
雑
誌
『
思
想
』
白
一
九
七
六
年

一
月
(
六
一
九
)
号
か
ら
翌
年
二
月
(
六
一
ニ
ニ
)
号
ま
で
の
聞
に
一
一

回
連
載
さ
れ
た
「
周
作
人
論
陥
顛
末
」
で
あ
る
。

(
忽
)
「
松
技
茂
夫
氏
を
囲
ん
で
1
1
1紹
興
、
魯
迅
そ
し
て
周
作
人
l
l」



震喪照明?有事六寸h問主堅守~-.，.刊7雫害炉問:川石戸脅す聞や宝汚でjV1，'附q尽きマホ寸吋て勺雪可文:"\1'\吋戸内如何叩~':~ぢ均宰理lm_~:句顎日

284 

(
文
学
五
五

l
八
/
八
七
年
)
で
木
山
は
次
り
よ
う
に
語
っ
て
い
る
.

「
私
は
周
さ
ん
に
は
で
き
る
だ
け
同
情
的
に
考
え
た
い
わ
け
で
す
よ
。

結
局
、
日
本
は
も
う
信
用
で
き
な
い
と
い
う
ふ
う
に
見
極
め
が
つ
い
た

か
ら
、
安
心
し
て
漢
好
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う
関
係
じ
ゃ
な
い
で
す

か。」

(
お
〉
周
作
人
目
日
頃
の
発
想
法
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
木
山

の
読
み
が
、
強
い
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
と
と
も
ま
た
確
か
で
あ
る
。
一

方
、
周
作
人
を
狙
撃
L
た
犯
人
に
関
す
る
新
し
い
史
料
を
最
近
紹
介
し

た
黄
開
発
《
周
作
人
遇
刺
事
件
始
末
》
〔
魯
迅
研
究
月
刊
九
二
年
八
期
)

は
、
そ
白
解
説
の
中
で
、
「
狙
撃
事
件
」
か
ら
「
偽
職
」
就
任
ま
で
白

周
作
人
を
、
木
山
と
は
対
照
的
に
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い

る
。
「
周
作
人
は
、
日
本
側
に
よ
る
テ
ロ
だ
と
口
で
は
言
っ
て
い
る
が
、

自
分
で
も
木
当
は
抗
日
テ
ロ
だ
と
わ
か
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

『
偽
職
』
就
任
を
決
め
か
ね
て
い
た
彼
は
、
狙
撃
に
遇
っ
た
こ
と
で
怖

〈
な
り
一
気
に
足
を
踏
み
出
し
て
日
本
側
。
保
護
を
得
ょ
う
と
し
た
り

で
あ
る
。
」

(M)
董
柄
月
《
周
作
人
的
「
附
逆
」
与
文
化
観
》
(
《
二
十
一
世
紀
》
-
一
一
一

/
九
二
年
)
は
H
倫
理
審
判
H

に
対
す
る
H
科
学
研
究
u
を
提
唱
し
て

い
る
。
他
に
こ
の
傾
向
を
如
実
に
表
す
も
白
に
、
陳
思
和
《
関
於
周
作

人
的
伝
記
》
(
《
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
判
》
九
一
年
=
一
期
〉
が
あ
る
。

同
文
は
《
苦
風
苦
雨
説
知
堂

1
1致
銭
理
群
談
周
作
人
的
伝
記
》
と
改

題
さ
れ
て
《
馬
蹄
声
声
砕
》
(
九
二
年
・
学
林
出
版
社
)
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
一
方
で
は
倫
理
的
糾
弾
に
重
き
を
置
く
論
調
も
依
然
根

強
い
。
例
え
ば
、
曽
鎮
南
《
略
釈
周
作
人
失
節
之
謎
》
(
《
文
芸
報
》
九

一
年
一
-
一
月
一
一
一
目
)
、
同
《
期
待
望
霊
真
的
学
術
論
争

1
1従
周
作

人
附
逆
之
w
謎
μ

的
論
争
説
関
去
》
公
文
芸
報
》
九
二
年
七
月
二
五
日
)

等
参
照
。

(
お
)
様
々
な
細
か
い
史
実
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

に
伴
っ
て
木
山
自
身
「
周
作
人
に
関
す
る
新
史
料
問
題
」
上
、
下
(
文

学
五
五
|
八
、
九
/
八
七
年
)
で
分
析
上
の
若
干
の
補
亜
を
加
え
て
い

る。

〈
お
)
「
周
作
人
と
日
本
」
と
い
う
テ

1
マ
を
全
面
的
に
述
ベ
る
た
め
に
は
、

彼
自
日
本
文
化
論
、
青
年
時
代
の
留
学
を
含
む
「
日
本
」
体
験
、
彼
と

日
本
文
芸
と
の
関
係
以
外
に
、
さ
ら
に
周
作
人
と
「
日
本
」
と
の
政
治

的
あ
る
い
は
実
地
的
関
係
に
も
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。

(
訂
)
こ
由
時
期
以
前
は
、
主
に
香
港
か
ら
新
た
な
史
料
が
も
た
ち
さ
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、
新
し
い
一
次
史
料
と
し
て
、
六
0
年
代
に
《
知
堂
乙

酉
文
編
》
、
《
過
去
的
工
作
》
、
七

0
年
代
前
半
に
、
《
知
堂
回
想
録
》
、

《
周
作
人
晩
年
手
札
-
百
封
》
、
《
児
童
雑
事
詩
》
、
《
周
曹
通
信
集
》
が

香
港
で
出
て
い
る
。
主
な
周
作
人
の
文
集
二
十
数
種
の
影
印
本
も
香
港

か
ら
日
本
に
も
た
ち
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
《
長
報
》
、
《
艮
報
副
刊
》
、

《
民
国
日
報
副
刊
・
覚
悟
》
、
《
大
公
報
》
等
白
原
載
紙
が
続
々
と

p
プ

リ
ン
ト
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
目
を
通
す
こ
と
が
容
晶
に
な
っ
た
り
は
八

0

年
代
以
降
で
あ
る
ロ
《
京
報
副
刊
》
等
重
要
な
出
版
物
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
り
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
数
多
い
が
、
そ
れ
ら
も

八
0
年
代
以
降
は
、
様
々
な
困
難
は
あ
る
も
D
D
、
中
国
の
各
図
書
館

で
調
査
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
一
級

町
一
次
史
料
で
あ
る
周
作
人
日
記
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
公
表
さ
れ
始
め

た
白
も
こ
由
時
期
で
あ
る
。
し
か
も
、
八

0
年
代
半
ば
か
ら
後
半
に
な

る
と
、
張
菊
香
張
鉄
栄
共
編
に
よ
る
《
周
作
人
年
譜
》
(
南
聞
大
学
出



~げて主調一、一

版
社
/
八
五
年
)
、
《
周
作
人
研
究
資
料
》
(
天
津
人
民
出
版
社
/
八
六

年
)
及
び
岳
麓
書
社
か
ら
疎
子
善
編
《
知
堂
雑
詩
抄
》
(
八
七
年
)
、
《
知

堂
集
外
文
・
〈
亦
報
〉
随
筆
》
(
八
八
年
)
、
《
知
堂
集
外
文
・
四
九
年
以

降
》
{
八
八
年
)
が
続
々
と
出
版
さ
れ
、
こ
れ
ら
白
便
利
な
工
具
書
・
侠

文
集
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
研
究
環
境
の
整
備
が
進
ん
だ
。
尚
、
周
作
人

日
記
町
公
表
状
況
に
つ
い
て
は
伊
藤
徳
也
「
周
作
人
目
白
山
り
こ
と
|
|

一
九
二
三
年
七
月
一
七
日
の
項
よ
り
」
(
東
方
一
一
一
一
/
九
-
年
)
、
「
《
周

作
人
日
記
》
白
出
版
を
め
ぐ
っ
て
|
|
八
七

t
八
八
・
中
国
の
一
状
況
」

(
中
国
文
芸
研
究
会
会
報
一

O
O
/九
一
年
)
参
照
。

(
刊
岬
〉
文
化
大
革
命
後
の
中
国
に
お
け
る
周
作
人
研
究
白
状
況
に
関
し
て
は
、

賀
開
発
《
新
時
期
周
作
人
研
究
述
評
》
公
文
学
評
論
》
九

O
年
五
期
〉

お
よ
び
張
鉄
栄
(
清
水
賢
一
郎
訳
)
「
中
国
に
お
け
る
周
作
人
研
究
の

最
新
動
向
と
そ
の
展
望
」
(
中
国
図
書
四

l
一
二
、
五
ー
一
/
九
二
、
九

三
年
l

〉
参
照
。

〔
却
〉
村
田
(
松
岡
)
俊
裕
「
周
作
人
著
訳
書
目
録
バ
稿
)
」
(
熱
風
六
/
七

七
年
)
、
福
田
俊
昭
「
周
作
人
作
品
年
譜
(
初
稿
)
(
上
)
(
下
)
」
(
野
草

二

0
・
二
一
/
七
七
年
・
七
八
年
)
、
村
田
(
松
岡
)
俊
裕
「
周
作
人
作

品
年
譜
(
稿

)
1
一
九
一
七
」
(
熱
風
七
/
七
八
年
〉
が
あ
る
。
特
に
村

田
〈
松
岡
)
の
も
の
は
実
に
周
到
に
編
ま
れ
て
い
る
。

〔
初
〉
尾
崎
の
論
考
に
は
本
文
に
あ
げ
た
も
り
白
他
、
「
周
作
人
。
新
村
提

唱
と
そ
の
波
紋
|
|
五
四
退
潮
期
の
文
学
状
況

ω」
(
明
治
大
学
・
教
養

論
集
二

O
七
、
一
一
三
七
/
八
八
年
、
九
一
年
)
が
あ
り
、
小
川
の
も
白

に
は
、
「
周
作
人
と
H

L

P
ス
|
|
一
九
二

0
年
代
を
中
心
に
」
(
早

稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊
一
五
/
八
八
年
)
、
「
五
四

時
期
。
周
作
人
目
文
学
鏡
|
|
W
ブ
レ
イ
ク
、

L
ト
ル
ス
ト
イ
白
受
容
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を
中
心
に
|
|
」
(
日
本
中
国
学
会
報
四
二
/
九
O
年
)
等
が
あ
る
。

(
剖
〉
周
作
人
研
究
者
と
し
て
も
名
高
い
釘
蕪
が
、
趨
京
華
《
尋
伐
精
神
家

闘
ー
ー
周
作
人
文
化
思
想
与
審
美
追
求
》
{
中
国
人
民
大
学
出
版
社
/
八

九
年
)
に
寄
せ
た
序
文
〔
八
八
年
一
一
月
六
日
執
筆
)
等
を
参
照
さ
れ

た
い
。

(
認
)
比
較
文
学
と
い
う
学
科
が
生
ん
だ
こ
の
論
著
は
、
他
白
論
考
に
は
な

い
視
野
田
広
さ
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
り
一
方
で
、
周
作
λ
に
関

す
る
書
誌
的
基
礎
研
究
お
よ
び
分
析
の
繊
細
さ
・
堅
実
さ
に
お
い
て
は
、

こ
り
時
期
の
他
の
論
考
が
持
っ
て
い
る
好
ま
し
い
傾
向
を
備
え
て
い
る

と
は
い
い
が
た
い
。
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
こ
り
論
警
に
対
L
過
酷
な

批
判
を
加
え
た
も
の
に
、
伊
藤
徳
也
「
周
作
人
町
『
文
学
的
生
涯
町
終

薄
』
と
『
東
洋
人
り
悲
哀
』

l
i劉
岸
偉
『
東
洋
人
。
悲
京

i
l周
作

人
と
日
本
』
に
つ
い
て
|
|
」
(
野
草
四
九
/
九
二
年
)
が
あ
る
。
な

樹
、
こ
の
批
判
に
対
し
て
劉
岸
偉
「
『
東
洋
λ
の
悲
哀
|
|
周
作
人
と

日
本
』
に
関
す
る
こ
、
三
の
説
明

1
1伊
藤
徳
也
氏
に
答
え
て
|
|
」

(
野
草
五
O

/九
二
年
)
が
反
論
し
て
い
る
。

こ
の
論
著
に
対
す
る
一
般
読
者
の
好
意
的
な
反
応
を
示
す
も
の
に
、

鶴
見
俊
輔
自
書
評
(
朝
日
新
聞
朝
刊
九
一
年
一

O
月
六
日
書
評
欄
)
、

『
現
代
』
九
二
年
一
月
号
の
「
り
レ

I
書
評
対
談
」
町
中
。
川
本
三
郎

白
発
言
、
サ
シ
ト
リ
l
学
芸
賞
白
受
賞
等
が
あ
る
ロ

本
本
稿
は
、
一
九
九
二
年
一

O
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
一
一
回
「
中
園

現
代
文
学
研
究
者
白
集
い
」
(
於
東
京
学
芸
大
学
v

に
お
け
る
口
頭
発
表
を
改

稿
L
た
も
の
で
あ
る
。

}
九
九
三
年
一
月


